
 

吉
田
（
よ
し
だ
）
地
区 

 

 

葦
の
多
い
田
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。
上
吉
田
は
、
江
戸
時
代
前

半
ま
で
神
指
町
東
神
指
に
あ
り
、
そ
の
中
で
、
次
男
や
三
男
が
新
天
地
の
吉
田
に

う
っ
た
と
い
う
。
古
墓
の
江
川
家
墓
あ
り
「
上
吉
田
界
沢
引
越
」
と
彫
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
墓
に
は
、「
享
保
十
九
年(

一
六
三
四)

」
と
「
肝
煎
役
二
十
年
余
」
と
あ

る
。
上
吉
田
の
稲
荷
神
社
が
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
二
十
八
年
九
月
に
解
体
さ
れ

て
、
十
一
月
に
新
築
し
た
時
、
屋
根
の
柱
に
「
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
銘
の
墨

書
き
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
創
建
年
が
判
明
し
た
。
古
墓
の
記
録
と
神
社
の
創

建
年
代
と
合
う
こ
と
か
ら
、
上
吉
田
は
、
江
戸
時
代
の
一
七
一
二
年
に
現
在
地
に

移
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
年
代
は
、
天
然
痘
が
大
流
行
し
た
こ
と
が
『
家

世
実
紀
』
に
書
か
れ
、
終
息
ま
で
に
は
三
年
間
か
か
っ
て
い
る
。
疫
病
に
よ
り
移

転
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
地
蔵
尊
堂
は
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
当
初
六
体

の
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
一
体
無
く
な
り
、
現
在
五
体
で
、
子
育
て
地

蔵
と
し
て
ご
利
益
が
あ
る
。 

上
吉
田
の
北
西
稲
荷
神
社
附
近
を
ほ
場
整
備
に
伴
い
平
成
五
年
に
発
掘
調
査
、

館
跡
も
し
く
は
寺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
戦
国
時
代
十
六
世
紀

の
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
、
当
時
は
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
御
茶
を
曳
く
た
め

の
漆
を
塗
っ
た
茶
臼
や
瀬
戸
美
濃
窯
の
陶
器
、
一
六
〇
〇
年
か
ら
約
十
年
し
か
焼

か
れ
な
か
っ
た
会
津
大
塚
山
窯
の
陶
器
、
一
六
〇
〇
年
頃
の
会
津
本
郷
窯
黒
瓦
が

出
土
し
て
い
る
。 

 

矢
玉
遺
跡
と
「
亀
の
尾
」 

下
吉
田
の
矢
玉
遺
跡
か
ら
は
、
一
二
〇
〇
年
前
の
種
籾
の
品
種
を
書
い
た
「
木

簡
」
が
平
成
六
年
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
種
籾
木
簡
は
、
五
点
あ
り
、 

「
白
和
世
」(

し
ろ
わ
せ)

二
点
、 

「
荒
木
」(

あ
ら
き)

一
点
、 

「
長
非
子(

な
が
ひ
こ)

」
一
点
、 

「
足
張
（
す
く
は
り
）」
一
点 

で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、「
足
張
」
と
「
荒
木
」
は
明
治
以
降
も
栽
培
さ
れ
、
徳

島
県
や
広
島
県
に
種
籾
が
残
っ
て
い
た
。「
白
和
世
」
は
、
明
治
時
代
に
東
北
地

方
で
広
く
栽
培
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

の
冷
害
時
、
山
形
県
庄
内
町

の
阿
部
亀
治
が
「
白
早
生
」
の
中
に
倒
れ
な
か
っ
た
三
本
の
穂
を
改
良
し
三
年
後

の
明
治
二
十
九
年
「
亀
ノ
尾
」
が
誕
生
。 

「
白
早
生---

亀
ノ
尾---

陸
羽
一
三
二
号---

農
林
一
号---

コ
シ
ヒ
カ
リ
・
農

林
一
〇
〇
号
」 

 
 

亀
ノ
尾
は
大
正
四
年
十
二
月
、
高
野
村
長
森
台
の
小
野
成
屋
が
醸
造
試
験
所
の

湯
ノ
目
巳
五
郎
技
師
と
酒
米
と
し
て
「
亀
の
尾
」
を
栽
培
し
大
成
功
、
全
国
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
末
廣
の
「
亀
の
尾
」
で
、
そ
の
後
改

良
さ
れ
麻
生
坊
主
と
辰
泉
の
「
京
の
華
」
が
誕
生
し
ま
す
。
矢
玉
遺
跡
の
木
簡
の

中
に
「
薦
立
篤
弐
巻
右
附
石
嶋
所
請
如
件
」「
十
一
月
廿
八
日
陸
奥
藤
野
」
と
あ

り
、
陸
奥
に
住
む
藤
野
と
い
う
会
津
郡
の
高
官
の
役
人
が
、
石
嶋
と
い
う
人
物
に

薦
二
巻
を
請
求
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
下
吉
田
に
は
、
善
福
寺
が
あ
り
、『
新

編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
文
明
の
頃
（
一
四
六
九
か
ら
八
七
）
に
隆
空
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
寺
は
、
現
在
地
で
は
な
く
、
上
吉
田
の
北
側
、
熊

野
神
社
附
近
に
位
置
し
て
い
た
。
平
成
五
年
に
ほ
場
整
備
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
、
館
跡
も
し
く
は
寺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
か
ら
は
、
十
六
世

紀
の
茶
臼
や
瀬
戸
・
美
濃
焼
の
陶
器
、
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
〇
年
程
度
し
か
焼
か

れ
な
か
っ
た
会
津
大
塚
山
窯
の
陶
器
、
会
津
本
郷
の
黒
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。『
新

編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
慶
長
中
に
、
宥
秀
と
い
う
僧
が
中
興
し
て
い
る
。 

 
上
吉
田
の
集
落
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
、
西
の
神
指
町
横
沼
近
く
に
あ
り
、

洪
水
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
た
こ
と
が
古
い
墓
地
の
墓
に
彫
ら
れ
て
い
る
。 

 

十
里
柳(
じ
ゅ
う
り
や
な
ぎ)  



 

若
松
城
の
大
手
門
か
ら
十
里
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
北
会
津
郡
郷
土
誌
』
に

よ
る
と
「
府
城
よ
り
十
里
に
当
る
故
に
そ
の
印
と

し
て
加
藤
嘉
明(

よ
し
あ
き)

植
え
し
も
の
」。
保

科
正
之
公
以
前
の
一
里
は
、
六
町(

六
五
四
メ
ー

ト
ル)

が
一
里
だ
っ
た
た
め
目
印
で
植
え
た
も
の

で
、
十
里
柳
の
地
は
北
出
丸
か
ら
六
．
五
四
キ
ロ

あ
る
。
明
治
三
十
九
年(

一
九
〇
六)

に
暴
風
で
倒

れ
、
そ
の
後
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
倒

れ
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日
「
永
和
の
暮
ら
し
と
歴
史
研
究
会
」(

平
塚

洋
一
郎
会
長)

に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
。 

 
 

地
蔵
尊
堂
（
上
吉
田
地
区
） 

五
体
の
石
造
り
蔵
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
真
言
宗
弥
勒
寺
末
寺
。
こ
の
集

落
は
、
江
戸
時
代
中
頃
ま
で
は
、
神
指
町
東
神
指
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
に
江
川

一
族
が
移
転
し
た
。 

言
い
伝
え
に
よ
る
と
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
六
体
の
地
蔵
尊
が
奉
ら
れ
た
。

の
ち
に
一
体
が
な
く
な
り
、
現
在
は
五
体
で
あ
る
。
子
育
て
地
蔵
と
し
て
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
、
現
在
も
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
様
の
腹
掛
け
な
ど
を
縫

っ
て
奉
納
す
る
「
腹
ん
こ
縫
い
」
と
い
う
行
事
が
毎
年
二
月
に
、
村
の
女
性
た
ち

の
手
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

雷
電
山
善
福
寺
（
下
吉
田
地
区
） 

真
言
宗
豊
山
派
。
会
津
若
松
市
大
町
観
音
寺
の
末
寺
、
そ
の
前
は
磐
梯
町
本
寺

の
恵
日
寺
。
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
。
檀
家
数
は
五
戸
。 

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
開
基
は
文
明
年
間
（
一
四
五
八
～
一
四
七

六
）
降
空
と
い
う
僧
が
開
創
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
荒
廃
し
た
が
、
慶
長
年
間
（
一

五
九
六
～
一
六
一
四
）
宥
秀
と
い
う
僧
が
中
興
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
現
在
の
堂

は
、
明
治
二
十
一
年
に
焼
失
し
、
昭
和
二
十
三
年
五
月
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
磐
越
自
動
車
道
の
工
事
に
よ
り
、
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
前
半

に
か
け
て
造
ら
れ
た
一
字
一
石
経
塚
が
工
事
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
が
、
発
掘
調
査

は
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

稲
荷
神
社
（
上
吉
田
地
区
） 

氏
子
数
十
五
戸
、
祭
礼
は
地
蔵
尊
と
同
じ
八
月
二
十
三
日
。
宮
司
は
住
吉
神
社
。

倉
稲
魂
命
（
う
か
の
み
た
ま
の
か
み
）
を
祀
る
。
老
朽
化
に
よ
り
平
成
二
十
八
年

九
月
に
解
体
し
、
同
年
十
一
月
に
新
築
し
た
解
体
修
理
の
際
、
棟
札
に
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
銘
の
記
録
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
や
上
吉
田
の
江
川
家
古
墓
の
記
録

か
ら
、
上
吉
田
集
落
が
東
神
指
か
ら
移
転
し
た
年
代
が
一
七
一
二
年
前
後
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

稲
荷
神
社
（
下
吉
田
地
区
） 

氏
子
数
五
戸
、
祭
礼
は
八
月
二
十
三
日
。
宮
司
は
住
吉
神
社
。
倉
稲
魂
命
（
う

か
の
み
た
ま
の
か
み
）
を
祀
る
。
創
建
の
時
代
は
不
詳
。 

 

 


